






































































乗起信論』の英訳、Açvaghosha’s Discourse on the Awakening of Faith in 
the Mahayana（TheOpenCourtPublishingCompany,1900）等を出版し、






















の 契 機 と な っ た の は、1927年 のEssays in Zen Buddhism, First Siries








せ、Studies in the Lankavatara sutra : one of the most important texts of 
Mahayana Buddhism, in which almost all its principal tenets are 











1943年 3 月）、『宗教経験の事実』（大東出版社、1943年 6 月）、『禅思想史
研究　第一』（岩波書店、1943年 7 月）、『禅の思想』（日本評論社、1943年
9 月）、『大燈百二十則』（大東出版社、1944年 6 月）、『日本的霊性』（大東
出版社、1944年12月）、『絶観論─燉煌出土積翠軒本』（弘文堂、1945年 5 月）
等があり、英文では、Essays in Zen Buddhism, Second Series（London,
LuzacandCompany,1933）、An Introduction to Zen Buddhism（Kyoto,




弥吉、1933年 9 月）、『燉煌出土六祖壇経』（森江書店、1934年 4 月）等を
































































































































　　　「『楞伽経』と禅」（『禅の研究』 1 輯 3 巻、1930-07-03、後に前掲『禅
の諸問題』に収録／前掲『鈴木大拙全集』18、157-175頁）
　　　Studies in the Lankavatara sutra : one of the most important texts of 
Mahayana Buddhism, in which almost all its principal tenets 


























































1 ．境野黄洋『支那仏教史綱』（森江書店、1907年 4 月）






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たのは、1927年にロンドンでEssays in Zen Buddhismを出版した際に、






























































れた Studies in the Lankavatara sutra : one of the most important texts of 
Mahayana Buddhism, in which almost all its principal tenets are 
presented, including the teaching of Zen（1930）である。鈴木は、これに
先だって、Essays in Zen Buddhism, First Series（1927）をロンドンで出
版して、欧米で一躍注目される存在になっていたが、それに続く、この












































容を欧米に紹介しようとしたのではなく、“one of the most important texts 
of Mahayana Buddhism, in which almost all its principal tenets are 
presented, including the teaching of Zen”という長い副題が示すように、
















































































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0
如何に説明さる可きものであるか」、あるいは「シナには
何故に禅が出なければならなかつたか




































































































































































































































































34 松本文三郎『金剛経と六祖壇経の研究』（貝葉書院、1913年 2 月）「叙論」
1 頁。




















48 境野黃洋「禅宗史上の一疑問」（『大乗禅』 3 （12）、1926年12月）。
49 鈴木大拙「第三祖の僧璨について」（『禅宗』381（34（1））、1927年 1 月）。
50 前掲『鈴木大拙全集』31、350-352頁。
51 境野黃洋「三祖僧璨の事」（『禅宗』383（34（3））、1927年 3 月）。
52 前掲「三祖僧璨の事」53頁。





58 境野黃洋「三祖僧璨の事」（『禅宗』386（34（6））、1927年 6 月）。
59 前掲「禅宗史上の一疑問」12頁。


















68 前掲『鈴木大拙全集』 5 、545頁。
69 前掲『鈴木大拙全集』 5 、550頁。
70 前掲『鈴木大拙全集』 5 、552-553頁。
71 前掲『鈴木大拙全集』 5 、556頁。
72 前掲『鈴木大拙全集』18、208-209頁。
73 前掲『鈴木大拙全集』18、211頁。
74 前掲『鈴木大拙全集』32、 5 頁。
75 前掲『鈴木大拙全集』32、 6 頁。
76 前掲『鈴木大拙全集』 5 、486-487頁。
77 前掲『鈴木大拙全集』32、 1 - 2 頁。
78 前掲『達磨』131-132頁。
79 前掲『鈴木大拙全集』 5 、484頁。
80 前掲『鈴木大拙全集』 5 、487頁。
81 もう一つ典型的な例を挙げると、鈴木は、「禅宗史の意義」（1921年 9 月）
では「大体こんなことで達磨の禅と後世の禅は異はないと私は思ふが、更
にもう一言附加へて置かう、それは松本氏が達磨の禅と後世の禅の相違す
る辺を指して、達磨は漸悟主義であつたが、後代の諸師は頓悟主義であつ
たといはるる点である。これは私には何をいつたものか判らない。禅は凡
て頓悟であつて、漸悟などといふことは有り能はぬことだ」と述べるが、「「楞
伽師資記」とその内容概観」（1931年11月）では、自らはっきりと「神秀は
‒ 195 ‒
漸悟主義であり、慧能は頓悟主義である。従って、慧能は智慧第一に傾き、
神秀派坐禅を主とせんとするのである」と述べている。前の説は、松本を
批判することに主眼を置いての主張であったことが知られる。これも、鈴
木がいかに便宜的に説を立てているかを示す好例と言えよう。
82 前掲『達磨』180-181頁。
83 前掲『鈴木大拙全集』14、80頁。
84 前掲『鈴木大拙全集』18、158-159頁。
85 前掲『鈴木大拙全集』32、11頁。
86 前掲『鈴木大拙全集』31、361頁。
87 前掲『鈴木大拙全集』18、192頁。
88 前掲『鈴木大拙全集』18、203頁。
89 前掲『鈴木大拙全集』18、191頁。
90 前掲『鈴木大拙全集』32、11頁。
91 前掲『鈴木大拙全集』18、204頁。
92 前掲『鈴木大拙全集』18、204頁。
93 前掲『鈴木大拙全集』18、209頁。
94 恐らく、忽滑谷快天の『達磨と陽明』（丙午出版社、1908年）を念頭に置い
た叙述とみられるが、忽滑谷の立場がなぜ「非達摩論」と呼ばれるかは明
確ではない。
95 後に改訂された「五本対校」によって本文を掲げる。前掲『鈴木大拙全集』
32、144頁。
